
数学的帰納法による不等式の証明

自然数 n に関する不等式 f(n) 5 g(n) の数学的帰納法による証明は，つぎの 2つのことを示す。

(i) f(1) 5 g(1)

(ii) f(k) 5 g(k) ⇒ f(k + 1) 5 g(k + 1) (k = 1, 2, 3, . . . )

(ii) を示すとき，十分条件であるつぎのことを示すことが多い。

(ii′) f(k + 1)− f(k) 5 g(k + 1)− g(k) (k = 1, 2, 3, . . . )
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左辺が和ではなく積の形をしているので，(ii’) のように増加量ではなく，増加率を比べる (ii”)

を用いる。
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5 (2k + 2)(2k + 1) . . . (k + 2)︸ ︷︷ ︸
(k+1) 個の積

(k + 1)! = (2k + 2)!


